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MSC漁業改善計画
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前書きとテンプレート使用方法

本テンプレートは、MSC漁業改善計画を策定する際に、改善プログラムのプロジェクトマネージャーに求められる情報について詳述したものです。信頼性のあるFIPに参加している全ての漁業が利用できるようになっていますが、中でもMSC改善プログラムに参加している漁業を念頭において設計されています。
本テンプレートの目的は、MSC漁業認証規格への適合とMSC認証の取得に向けて取り組んでいる漁業の改善計画（IAP）において、品質と一貫性を確保することです。
MSC漁業認証取得に向けた改善プログラム（略称：MSC改善プログラム）のプロジェクトマネージャーは、漁業が該当するバージョンのMSC予備審査報告書用テンプレートを適用してMSC予備審査を受けた後、あるいは、MSC本審査に関する報告書：審査入りコメント用報告書案 (ACDR)、クライアントおよびピア・レビュー用報告書案 (CPRDR)、パブリックコメント用報告書案 (PCDR)、最終報告書案 (FDR)、公開用認証報告書 (PCR)、監査報告書または臨時監査報告書のいずれかの報告書が作成された後3年以内に改善計画を策定しなければなりません。
改善計画の目的は、実施した際に、MSC漁業認証規格の要求事項に対するUoAの採点を、認証の採点要件を満たすまでに改善措置とタスクについて詳述することです（FCP 第2.3版 7.15.12および7.15.13, FCP 第3.1版 7.15.13 および 7.15.14）。このため、改善プログラムのプロジェクトマネージャーは、予備審査報告書もしくは本審査報告書において仮の得点範囲の80点に満たなかった各業績評価指標について、得点範囲を引き上げるような措置とタスクを改善計画に含め、それらの措置とタスクで仮の得点範囲が確実に上昇するようにしなければなりません。
漁業がMSC改善プログラムに参加する前に既存の漁業改善プロジェクト（FIP）に参加しており、すでに改善活動を開始している場合、MSC改善プログラムのプロジェクトマネージャーは、MSC改善プログラムの開始日が明確に示されていれば、すでに完了している活動をMSC漁業改善計画に含めることができます。
改善計画は、MSCの漁業改善進捗管理表（BMT）とMSC改善プログラム進捗報告書を完成するための情報を提供するものです。
改善計画は、MSC改善プログラムに参加する前に適合性審査機関（審査機関）によって検証され、MSC改善プログラムの期間を通して定期的に進捗が確認されます。
この文書は、漁業の名称およびその他の関連情報を含む文書名に変更してください（例：漁業名称＿改善計画_日付_バージョン番号）。
網掛けされていない欄については、情報が入手可能な場合にはすべて記入してください。斜体（イタリック）で示された指示、注記、ガイダンスはすべて削除し（例：この「前書きとテンプレート使用方法」のセクション）、漁業とUoAに特化した情報に置き換えてください。
本テンプレートまたはその使用方法に関するお問い合わせは、msc.orgをご参照いただくか、fisheries@msc.orgまでご連絡ください。
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用語集
MSC-MSCI用語集（英語）を参照。別途用語集を挿入するか、使用されている頭字語のリストを記す。ここに記された語の定義は、MSC-MSCI用語集にある定義に矛盾するものであってはならないことに留意する。
改善計画の概要
表1 改善計画の概要
	漁業名称（もしくは審査単位(UoA)）
	
	操業海域
	

	漁具の種類
	
	漁業はMSC改善プログラムに参加していますか？
（申請中／はい／いいえ）
	

	漁業クライアントはUoAが本審査に入ることを意図していますか？
（または認証停止中の漁業の場合、認証の一時停止の解除プロセスに入ることを意図していますか？）
	（はい／いいえ）

	「はい」の場合、使用されるMSC漁業認証規格の版（必要に応じて削除）
	第2.01版／第3.1版

	改善計画開始日（予定）：
	MSC改善プログラム終了日 (UoAがMSC認証要件の合格に相当する仮の得点範囲に達し、審査機関がMSC改善プログラムのプロセスを「完了」するためにACDRもしく監査報告書をMSCデータベースにアップロードして、改善計画が終了する日。

	年、月、日

	

	プロジェクトリーダー（改善計画の責任組織／個人）
	改善計画と改善措置を支持するステークホルダー・グループ、組織、または計画策定を決定した会議

	
	


	FIPコーディネーター／改善プログラムプロジェクトマネージャー（氏名、所属、該当する場合には役職）：
	改善プログラムプロジェクトマネージャーは以下を行う：
· 審査機関と申請漁業との間の主要な窓口を務める
· 改善計画の実施を調整する
· 進捗報告書の作成、改善計画とMSC漁業改善進捗管理表の更新など、進捗確認に必要なすべての情報をとりまとめる

	

	

	改善計画の策定者（事業体、コンサルタント、または個人）:

	改善計画の策定日：

	
	

	改善計画の概要（各原則における改善内容のまとめを含む、改善計画の概要を記述。改善計画が更新された場合は、ここに主な変更点を記述）
（必要に応じて原則を追加／削除する）：

	原則1
原則２
原則３
トレーサビリティー（任意）

	改善計画へのステークホルダーのインプット（任意）。改善計画が更新されている場合は、関連するステークホルダーの最新情報を含める。

	ステークホルダーの記載 —ステークホルダーのインプット—年

	参考資料（改善計画の基盤となった文書）：

	予備審査評価報告書／本審査報告書（必要に応じて削除／修正）。
BMT
文書１
文書2

	改善計画の更新日： 
	




業績評価指標別改善計画の概要
改善プログラムプロジェクトマネージャーは得点が60点未満または60～79点のPIの改善措置だけを含めてください。得点が80点以上で改善措置と関係のない業績評価指標（PI）は削除してください。各措置に対してそれぞれIDを必ず付けてください。1つの措置が複数のPIに適用される可能性もありますが、その場合には複数のPI共通の措置IDにしてください。
このテンプレートには、業績評価指標別改善計画の概要の表が2種類あります。一つはMSC漁業認証規格 v3.1の PI用で、もう一つはMSC漁業認証規格 v2.01 のPI用です。該当する方を使用し、該当しない方は削除してください。複数のUoAがある場合、それぞれの改善措置と期限がどのUoAに該当するのかを明記してください。
表２．業績評価指標別改善計画の概要 - MSC 漁業認証規格v3.1 (該当しない場合は削除)
	業績評価指標(PI)
	措置ID及び名称
	期限

	1.1.1 資源状態
	A1 -名称
A2 -名称
A3 -名称
	年月日
年月日
年月日

	1.1.2 資源の回復
	
	

	1.2.1 漁獲戦略
	
	

	1.2.2漁獲制御ルール及びツール
	
	

	1.2.3/1.2.3R 情報およびモニタリング（適宜削除）
1.2.3Rは本PIを採点する際に、リスクに基づく審査枠組み（RBF）が適用された場合である
	
	

	1.2.4資源状態の評価
	
	

	2.1.1 認証適用範囲内の種の結果
	
	

	2.1.2認証適用範囲内の種の管理戦略
	
	

	2.1.3/2.1.3R認証適用範囲内の種に関する情報（適宜削除）
2.1.3Rは本PIを採点する際に、リスクに基づく審査枠組み（RBF）が適用された場合である
	
	

	2.2.1 ETP/ OOS種の結果状況
	
	

	2.2.2 ETP/OOS種の管理戦略
	
	

	2.2.3/2.2.3R ETP/OOS種に関する情報（適宜削除）
2.2.3Rは本PIを採点する際に、リスクに基づく審査枠組み（RBF）が適用された場合である
	
	

	2.3.1生息域の結果状況
	
	

	2.3.2 生息域の管理戦略
	
	

	2.3.3/2.3.3R 生息域の情報（適宜削除）
2.3.3Rは本PIを採点する際に、リスクに基づく審査枠組み（RBF）が適用された場合である
	
	

	2.4.1 生態系の結果状況
	
	

	2.4.2 生態系の管理戦略
	
	

	2.4.3 生態系の情報
	
	

	3.1.1 法的及び、もしくは慣習的枠組み
	
	

	3.1.2 協議、役割、および責任
	
	

	3.1.3 長期目標
	
	

	3.2.1 審査対象漁業の目標
	
	

	3.2.2 意思決定プロセス
	
	

	3.2.3 遵守及び執行
	
	

	3.2.4モニタリングと管理業績評価
	
	




表3. 業績評価指標別改善計画の概要 - MSC 漁業認証規格v2.01 (該当しない場合は削除)
	業績評価指標(PI)
	措置ID及び名称
	期限

	1.1.1 資源状態
	A1 -名称
A2 -名称
A3 -名称
	
年月日
年月日
年月日

	1.1.2 資源の回復
	
	

	1.2.1 漁獲戦略
	
	

	1.2.2 漁獲制御ルール及び手段
	
	

	1.2.3 データとモニタリング
	
	

	1.2.4 資源状態の評価
	
	

	2.1.1 第一種の結果
	
	

	2.1.2 第一種管理戦略
	
	

	2.1.3 第一種のデータ
	
	

	2.2.1 第二種の結果
	
	

	2.2.2 第二種管理戦略
	
	

	2.2.3 第二種のデータ／モニタリング
	
	

	2.3.1 ETP種の結果
	
	

	2.3.2 ETP種管理戦略
	
	

	2.3.3 ETP種のデータ
	
	

	2.4.1 生息域の結果
	
	

	2.4.2 生息域管理戦略
	
	

	2.4.3 生息域のデータ
	
	

	2.5.1 生態系の結果
	
	

	2.5.2 生態系管理戦略
	
	

	2.5.3 生態系データ
	
	

	3.1.1 法的及び、もしくは慣習的枠組み
	
	

	3.1.2 協議、役割、および責任
	
	

	3.1.3 長期目標
	
	

	3.2.1 審査対象漁業の目標
	
	

	3.2.2 意思決定プロセス
	
	

	3.2.3 遵守及び執行
	
	

	3.2.4モニタリングと管理業績評価
	
	






業績評価指標および／もしくは評価項目レベルでの改善措置とタスク
各改善措置について、複製して表を作成してください。複数のUoAを検討する場合、どの改善措置および期限がどのUoAのものかを明記してください。MSC改善プログラムの一部として改善計画が見直されている場合は、セクション3の変更と変更前の期限に注意し、関連するすべての表を更新し、新しい期限を明記してください。

表4 措置XX(措置ID番号、名称、UoAに置き換える)の業績評価指標レベルでの措置の計画表
	措置のID番号
	[措置のID番号を挿入　例：A1]

	措置の名称
	[措置の名称を挿入]

	措置の概要
	[下記記載の措置とタスクを実施するための全体的な目標の概要を挿入]

	業績評価指標および／もしくは評価項目
	[措置によって改善を目指す業績評価指標及び評価項目と文言を挿入　例：PI 1.1.1 (a) 加入の損害に比較した資源状態] 

	期限
	[措置が完了する日付を挿入]

	タスク番号
	措置のリーダー
	措置のパートナー
	リソース　　コスト
	リソース　時間
	期限
	実施の証拠

	[措置を完了するために必要なタスクのリストを、優先順位の高い順に挿入。必要に応じて行を追加］
例：
A1-1

	[特定のタスクの実施を指揮する責任を負うステークホルダーを挿入]
	[特定のタスクを実施する責任を負うステークホルダーを挿入]
	[タスクを完了するために必要な総予算、コストの内訳と通貨を含むリソースを挿入。これは予算である場合もあれば、人員日数で表す場合もある。次の欄を参照］
	[時間：スタッフ時間を適用する場合にはスタッフXX日分]
	[タスクの実施日を記入]
	[タスクが成功裏に実施されたかどうかを判断するために使用される証拠または測定基準を挿入]

	A1-2

	
	
	
	
	
	

	A1-3
など
	
	
	
	
	
	




改善計画の期限の変更の概要
[bookmark: A2_3]最初の改善計画の期限日が変更された場合のみこの表を使用してください。この表には期限が修正された改善措置についてのみ記入してください。

表5 改善措置のタイムラインへの変更の概要
	[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2][bookmark: OLE_LINK3]措置のID、名称及びUoA
	変更前の期限日
	修正期限日
(修正改善計画が作成され、措置の期限日が変更された場合のみ記入する） 
	期限日修正の根拠
(期限日が修正された場合にのみ記入)。例外的な状況がある場合は、ここに記す)

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	






進捗確認スケジュール
改善プログラムプロジェクトマネージャーは、予想される進捗確認スケジュールの概要をこの表に記入しなければなりません。改善プログラム漁業は、定期的に進捗の確認を受けることになっています。改善プログラムプロジェクトマネージャーは、確認の日程を措置の期限日に合わせて調整し、審査機関が進捗確認報告書をMSCデータベースにアップロードする間隔が2年を超えないようにしなければなりません。
各進捗の確認では、進捗確認の日までに実施される予定の改善措置のリストと、完了した改善措置の結果として仮の得点範囲が改善すると予測される業績評価指標のリストを提示してください。各進捗確認では、少なくとも一つの措置について改善が確認されなければなりません。
改善計画（IAP）の期間が2年を超える漁業について、改善プログラムプロジェクトマネージャーは、改善プログラムの全期間の中間点あたりで、現地確認が最低1回実施されるように計画しなければなりません。審査機関が追加の現地進捗確認を行う場合があります。この表は、現地での進捗確認が必要かどうかを見極めるためのものであり、現地確認とオフサイト確認のどちらが適切かについては、審査機関が最終決定を下します。

表6進捗確認スケジュール
	進捗確認
	確認予定日（年、月、日）
	現地かオフサイトか
	改善されたことを確認すべき措置
（措置ID、名称及びUoAを記載）
	仮の得点範囲が改善した業績評価指標

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	








業績評価指標の仮得点の推移（MSC漁業改善進捗管理表）
MSC漁業改善進捗管理表（BMT）の表をここにコピーしてください。複数のUoAがある場合は、それぞれのBMTがどのUoAのものかを明記してください。














ステークホルダー行動計画（任意）
このセクションの記入は任意です。改善プログラムプロジェクトマネージャーは、措置及びタスクの実施に責任を負う各ステークホルダーの責任の概要を含めることができます。改善プログラムプロジェクトマネージャーは、特定の措置の責任を割り当てられたステークホルダーの署名入りの合意書も含めることができます。
ステークホルダー・グループごとのステークホルダー責任表を作成してください。

表7ステークホルダーの責任
	ステークホルダー
	[ステークホルダーの名称と連絡先をここに記入］

	責任
	[責任の種類／役割（例：実施の指揮／実施への寄与）を挿入]

	措置
	[ステークホルダーが責任をもつ措置のIDをここに記入］

	タスク
	[ステークホルダーが責任をもつタスクを記入］

	完了日
	[タスクが完了すべき期日を記入］




改善措置の実施に向けたステークホルダーの合意またはコミットメント
署名済みの合意書、覚書（MoU）など、コミットメントを裏付ける資料があれば添付してください。



レーサビリティ改善のための措置（任意）
トレーサビリティ改善のための措置のセクションの使用は任意です。トレーサビリティの改善措置はMSC改善プログラムの進捗確認及び進捗判断の一部にはなりません。
MSC改善プログラム参加漁業による製品（MSC改善プログラム製品）の適格性及び漁業の本審査では、漁業内の追跡、トレースバック、分別システム及び、これらのシステムにより、「MSC改善プログラム製品」及び最終的に認証された場合はMSC認証製品として販売されるものをどのようにして、個々の改善プログラムの審査単位（UoA）、もしくは漁業の認証取得した場合に認証単位（UoC）まで遡って確実にトレースバックできるかを検討することが（クライアントに）要求されます。これには、MSC漁業認証取得に向けた改善プログラムの要求事項とガイダンス（第3.0版セクション4）及びMSC漁業認証プロセス（FCP第2.3版、7.5.9、FCP第3.1版、7.5.10）に規定されているように、CoCに入る前に非改善プログラム製品／非認証水産物と「MSC改善プログラム製品」が混在するリスクにつながる可能性のある要因の記述が含まれます。
審査単位（UoA）内における他の漁獲物との関連での潜在的なトレーサビリティリスクを検討し、そのことがCoC適格性を取得して将来の認証取得に関心を持つ漁業者にどのような影響を及ぼすかを検討することが有益です。
それぞれのトレーサビリティリスク要因について、プロジェクトマネージャーは、特定されたリスクを軽減するために取ることができる措置について記述してください。リスク要因の中には、漁業認証規格の特定の部分（例えば、P3-適切な管理）に対する特定の措置と関連するものもあります。

表8トレーサビリティ改善計画の概要
	トレーサビリティリスク／トレーサビリティのギャップ
	措置のID及び名称
	期限

	トレーサビリティシステムで各UoAまで追跡することができない。
	
	年、月、日
年、月、日
年、月、日

	トレーサビリティを実証する適切な記録が保持されていない。
	
	

	漁獲から水揚げまでの間の水産物と水産製品の動きがわからない。
	
	

	水揚げから最初の販売の間／製品の法的所有者の変更までの間の水産物及び水産製品の動きがわからない。
	
	

	分別のプロセスがわからない／重要な追跡イベントにおいて水産物及び水産製品が分別されていない。
	
	

	主なデータ要素（魚種、漁獲水域、漁具など、UoAを特定するためのデータまたは文書）が欠如している。
	
	

	トレーサビリティシステム（各UoAへのトレーサビリティを保証する、関連するモニタリング、監督、または規制管理）に関する情報が欠如している。
	
	

	漁業はUoAに含まれない漁具を使用している。
	
	

	UoA内の船舶は、UoAの地理的領域外でも漁を行う。
	
	

	UoA外の船舶および／またはクライアントグループのメンバーが同じ資源を漁獲する。
	
	

	漁業（クライアントグループメンバー）が改善プログラム（非認証）製品をMSC認証製品と同時に取り扱う、及び／もしくは、UoAが行う活動の中において他の非認証製品を取り扱う。
	
	

	漁業内で積み替えが行われる。
	
	

	改善プログラムのUoAと他のMSC認証製品及び／もしくは非認証製品との混在もしくは置き換えが起るその他のリスク。
	
	





表9トレーサビリティ改善措置とタスク（措置ごとに表を複製）
	措置のID番号
	[措置のID番号を挿入]　例T1

	措置の名称
	[措置の名称を挿入]

	措置の概要
	[下記記載の措置とタスクを実施するための全体的な目標の概要を挿入]

	トレーサビリティリスク／トレーサビリティのギャップ
	[この措置によって対処または軽減させるトレーサビリティリスク／トレーサビリティのギャップについて記述してください。]

	期限
	[措置を構成する最終タスクが完了する日付を挿入]

	タスク番号
	措置のリーダー
	措置のパートナー
	リソース（コスト）
	リソース（時間）
	期限
	実施の証拠

	[措置を完了するために必要なタスクのリストを、優先順位の高い順に挿入。必要に応じて行を追加］
例：
T1-1


	[特定のタスクの実施を指揮する責任を負うステークホルダーを挿入]
	[特定のタスクを実施する責任を負うステークホルダーを挿入]
	[タスクを完了するために必要な総予算、コストの内訳と通貨を含むリソースを挿入。これは予算である場合もあれば、人員日数で表す場合もある。次の欄を参照］
	[時間：スタッフ時間を適用する場合にはスタッフXX日分]
	[タスクの完了日を記入]
	[タスクが成功裏に実施されたかどうかを判断するために使用される証拠または測定基準を挿入]

	T1-2
	
	
	
	
	
	

	T1-3など
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